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2020年1月

・多職種をまきこんで取組むことができた。 ・発表を共有したことで、これから行うべきことが見えてきた。
・今後も頑張っていく糧となった。・研修を通して感染対策への興味が高まった。 ・「継続は力なり」これからも頑張りたい。
・感染対策の視点が拡がった。 ・他施設とのネットワーク作りもできたと感じています。 など・・・

研修会へご参加いただきありがとうございました。 2020年度も開催いたします。2020年3月頃、実施要領を医療施設宛てに郵送いたします。

本研修会は、宮崎県内の安全な医療の実現のために、感染管理に関するより
専門的な知識及び技術を修得し、チームのリーダーとして多職種と連携・協働した
チーム活動を活性化させながら、所属施設の感染管理に貢献できる人材育成及び
感染対策チームの活性化支援を目的として実施しています。
感染管理を担う看護職26名は、所属施設の課題を分析し具体的な実践計画を立案。
7月から9月の3か月間、所属施設の課題改善に向けて取組みました。
今回、その成果を発表しました。

感染管理認定看護師

宮崎県立看護大学 看護研究・研修センター
地域貢献等研究推進事業

令和元年度
第6回感染管理スキルアップ研修会

課題実践報告会

10月26日（土）
開催

事業責任者
宮崎県立看護大学

栗原保子 先生

潤和会記念病院
永迫 望 先生

宮崎県立宮崎病院
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第3報

各発表に対して、
具体的な評価
や助言をいただ
きました。

協力者を得る
ことが、継続
した感染管理
に重要。

多くの利用者がいるリ
ハビリ室なども、
手指衛生が重要。

今回の手指衛生遵守
の成果を活かして、
是非組織的な活動に
繋げてほしい。

・手指衛生遵守
・吸引やオムツ交換に
おける個人防護具の
適切な使用
・医療材料の中央化
・感染対策チームの
チーム力を高める
組織づくり など

のテーマで取組みました。
実践では、スタッフとの
協働、多職種との協働・
連携、他施設との連携
（課題解決に向けた見
学）を行うなど、チーム
リーダーとしての役割を
発揮しながら実践してい
ました。

アンケートより


